様式第１号
	化学薬品持込申請書
　年　　月　　日　
あいちシンクロトロン光センター所長　殿
住　　所：
所　　属：
氏　　名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先（TEL）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ-mail：
化学薬品を持ち込みたいため、下記のとおり申請します。
なお、持込後は、センターの化学薬品取扱要領その他関係規程を遵守し、化学薬品及び実験廃棄物を適切に取り扱います。
記

	実験名・作業名
	

	BL（測定手法）・作業場所
	

	持込期間*1
	　　　　年　　月　　日　〜　　　　年　　月　　日

	物質名*2
	形態*3
	数・量
サイズ･容量*4
	分類*5
	有害性*6
	SDS

等*7
	リスク
レベル*8
	安全対策*9
	使用目的*10
	保管
場所*11

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


「化学薬品持込申請書」記入要領
＊１：持込期間は、次の点に留意し、記入すること。

・実験や施設整備、維持管理のために真に必要な期間に限る。
・年度をまたいだ持込期間にしないこと。
＊２：物質名は、化学名、慣用名等を記入（商品名は避けること）。化学式は元素記号（有機化合物の場合は示性式）で表記。組成やドープ量等の異なる化学薬品は別々に記入すること（略称不可）。
＊３：形態は、化学薬品の全体形状を記入すること。
＊４：数・量は、化学薬品の個数・一試料あたりの重量等を、サイズは、タテ×ヨコ×厚さ等（単位を付けること）、容量は容器の包装容量（㌘、ml）を記入すること。
＊５：分類は、SDSを確認し、表1を参照し、該当する分類を記入すること。複数該当する場合は複数記入すること。該当する分類がない場合は「区分外」と記入すること。
＊６：有害性は、表1より該当する有害性を記入すること。複数該当する場合はリスクの高い有害性について2～3項目程度記入すること。該当する有害性がなければ「無害」と記入すること。
＊７：「無害」を含めすべての化学薬品について、参照したSDS等を必ず本申請書に添付し、○印を記入すること。化学薬品のSDSがない場合には主たる成分のSDS、或いは類似物質のSDSを添付し、その旨を記入すること。
＊８：GHS分類ですべて区分外の場合は「評価不要」と記入すること。それ以外は、リスクアセスメントをおこない、リスクレベルを記入すること。4段階評価でリスクレベル2の場合は 2/4 と記入。Sの判定が出た場合はSも記入すること。
＊９：安全対策は「無害」を除き全て記入すること。想定している作業についてリスクアセスメントを実施し、必要な安全対策を検討すること。
＊１０：使用目的は、測定、器具洗浄等を記入。
＊１１：毒物保管庫、劇物保管庫、各ビームラインのデシケータ等。
［その他］
ガスを実験に用いる場合、申請書に配管及び除外装置等の安全対策について記した図面を併せて提出すること。
表1.分類と有害性

	分類
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	有

害

性
	可燃性/引火性ガス

エアゾール

引火性液体

可燃性固体

自己反応性化学品

自然発火性液体

自然発火性固体

自己発熱性化学品

水反応可燃性化学品

有機過酸化物
	呼吸器感作性

生殖細胞変異原性

発がん性

生殖毒性

特定標的臓器毒性

(単回ばく露)

特定標的臓器毒性

(反復ばく露)

吸引性呼吸器有害性
	急性毒性
	急性毒性

皮膚刺激性

眼刺激性

皮膚感作性

気道刺激性

麻酔作用
	金属腐食性物質

皮膚腐食性

眼に対する重篤な損傷性

	分類
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	J法令で定められた物質

	有

害

性
	支燃性/酸化性ガス

酸化性固体

酸化性液体
	爆発物

自己反応性化学品

有機過酸化物
	高圧ガス
	水性環境有害性
	毒物、劇物、特定毒物、危険物、特定化学薬品、有機溶剤


整理番号
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